
























を『米沢 91 集注』、抄の部分を『米沢 91 抄物』と略称する。本稿で考察する
のは（2）の『増刊校正王状元集注分類東坡先生詩』、すなわち『米沢善本























　本稿では、まず『米沢善本 91』の著録情報を検討し、次に『米沢 91 集注』














































































存巻 1、第 19 至 24、8 冊（8）。
　新たな情報を追加しているものの、テキストの精査はなされていない。巻 1、
巻 19 から 24 までの 7巻が存していることを記述しているが、完全な状態で
残っているのは実は巻 19 のみであり、ほかの 6巻はそれぞれ半分程度しか残
っていないことについてはすでに指摘した。なお、「紀年録」も今の『米沢善
本 91』には見えない。このように、『興譲館旧蔵和漢書目録』は『米沢 91 集
注』だけに解題を施しており、『米沢 91 抄物』については記述していない。
　『米沢善本の研究と解題』になると、『米沢 91 抄物』の情報が補足される。
　前に王十朋序、西蜀趙夔序あり。毎葉行 17 字、注双行。原本 5行ずつ、
稀に 4行に切りとって和紙の縦 36.7 糎、横 25.1 糎のものに隔葉に貼りつけ、
漢文或は細字片仮名交じり文のいわゆる抄を細写した。その抄は瑞溪の『脞
説』、万里の『天下白』、太岳の『翰苑遺芳』と瑞巌、天隠、蘭坡、河済、月








かにも青、馬の 2種の抄がある。「凡そ 1187 葉」は筆者の調査では 1190 葉で




















は、『米沢 91 集注』、『米沢 90 紀年録』と 3種の初鋳甲寅字テキストの字様を
比較することによって字様の判定を行う。3種の字様は次の通りである。
　字様A、『増刊校正王状元集注分類東坡先生詩』巻 3第 23a 残葉、世宗 16
年（1434）初鋳甲寅字（Gab － in ja）（13）。字様 B、『真西山読書記乙集上』「大
学衍義」巻 15 第 1張、世宗 16 年初鋳甲寅字（14）。字様 C、『分類補注李太白
詩』巻 23 第 1張、世宗 16 年初鋳甲寅字（15）。
　比較した結果、『米沢 91 集注』、『米沢 90 紀年録』の字様を初鋳甲寅字と判





沢 90 紀年録』は 15 世紀 40 年代前後に成立したものと推測される。

















　以上の考証によって導き出された『米沢 91 抄物』と『米沢 91 集注』の成









































筆にて「東坡詩集 冊数」と墨書す。右肩 (第 1冊のみ )に米沢善本蔵書票を
貼付し「91」と書す。改装【二】、袋綴、五針眼綴じ。本文楮紙。前後見返し。
　『米沢 91 集注』、宋蘇軾著、宋王十朋集注、宋劉辰翁批点、宋傅藻撰「紀年






と批点者名を記す、以下本文。半張 5行或いは 4行、一張は 5行＋ 5行、ま












　跋文・刊記無し。墨識①第 1冊第 33 丁オ「三条院蔵人」、②第 7冊第 13 丁
オ「天正十三酉雲月松鶴老衲行年七十五歳 /残命不期明朝形見之為書之 /不忽
道者（花押）/付与宗虎上座」。毎冊首に長形陽刻「米澤藏書」朱印記を存す。
　各冊丁数、第 1冊、165 丁。第 2冊、176 丁。第 3冊、172 丁。第 4冊、






える。更に、「米沢 91 集注」と「米沢 90 紀年録」の料紙、版式、字様などの
諸方面から比較してみれば、両者が同一テキストであることは判断できる。
　【二】『米沢善本 91』の装釘を改装と判断した根拠を示す。第 3冊第 1丁オ
左肩に本文同筆にて「東坡先生詩十九之中」とあることから、元々巻 19 を上、
中、下の 3冊に分けた形であり、後に 3冊を 2冊に改装したと推測できる。















　【六】『米沢 91 抄物』には、芳（大岳周崇、1345 － 1423、『翰苑遺芳』、墨












  そこでまず、『米沢 91 集注』と以下二種のテキストとを比較することによっ
て、 版本の復元を試みる。
　比較（一）、『米沢 91 集注』卷 1の 1a1・1a2 と日本国立国会図書館蔵『増
刊校正王状元集注分類東坡先生詩』（20）巻 1 の 1a とを比較することによって、
二種のテキストが同じ系統のものと判断した。
　比較（二）、国立国会図書館蔵『増刊校正王状元集注分類東坡先生詩』巻 3
の 26a と同館所蔵の『東国古活字譜』第 1張（『増刊校正王状元集注分類東坡







刊校正百家註東坡先生詩序」4張（1－ 2a 王十朋序、2a － 4b 趙夔序）、「増
刊校正王状元集註分類東坡先生詩姓氏」5張、「増刊校正王状元集百家註分類
東坡先生詩目録」70 張、「東坡紀年録」27 張。




校正王状元集百家註分類東坡先生詩目録」（70 張、底本闕 70 張）。「東坡紀年
録」（27 張、底本存 27 張（『米沢善本 90』第 1冊首に配補））。巻之一（50 張、
底本存 1－ 21 張、22a）、紀行詩 92 首、存「奉詔減囚禁記所経歴」 至「発広
州」50 首、闕「初到恵州」至「過海得子由書」42 首。巻之二（38 張以上、底
本全闕）述懐 6首、詠史 8首、懐古 2首、古跡 37 首、時事 2首。巻之三（48
張、底本全闕）宮殿 17 首、省宇 8首、陵廟 3首、墳塋 3首、居室 14 首、堂
宇 41 首。巻之四（51 張、底本全闕）城郭 2首、壁塢 2首、田圃 8首、宗族 5
首、婦女 11 首、仙道 16 首、釈老上 40 首。巻之五（47 張、底本全闕）釈老下
16 首、寺観 59 首。巻之六（38 張、底本全闕）塔 4首、節序 43 首、夢 10 首、
月星河附 17 首。巻之七（59 張、底本全闕）雨雪 46 首、風雷 8首、山岳 36 首。
巻之八（50 張、底本全闕）江河 10 首、湖 26 首、泉石 31 首、渓潭 10 首。巻
之九（44 張、底本全闕）池沼 3首、船揖 2首、橋梁 3首、楼閣 27 首、亭榭
45 首。巻之十（46 張、底本全闕）園林 55 首、果実 9首、燕飲上 27 首。巻之
十一（50 張、底本全闕）燕飲下 17 首、試選 8首、書画 63 首。巻之十二（46
張以上、底本全闕）書画下 51 首、筆墨 9首、硯 8首、音楽 11 首。巻之十三
（46 張、底本全闕）器用 10 首、灯燭 3首、食物 5首、酒 12 首、茶 12 首、魚
6首、竹 3首、木 11 首。巻之十四（36 張以上、底本全闕）花 79 首、菜 5首、
菌蕈 1首。巻之十五（38 張、底本全闕）投贈 27 首、戯贈 32 首。巻之十六
（48 張以上、底本全闕）簡寄 59 首、懐旧上 21 首。巻之十七（54 張、底本全
闕）懐旧下 13 首、尋訪 17 首、酬答上 59 首。巻之十八（61 張以上、底本全
闕）酬答中 91 首。巻之十九（83 張、底本存 83 張）酬答 143 首。巻之二十




省試」至「送李公恕赴闕」23 首。巻之二十一（53 張、底本存 26 至 53 張）送
別中 75 首。底本闕「送鄭戸曹」至「送表弟程六知楚州」41 首、存「送王伯
守虢」至「送子由使契丹」34 首。巻之二十二（52 張、底本存 1至 32 張）送
別下 56 首、留別 14 首、慶賀 15 首。底本存送別下「送苛嵐軍通判葉朝奉」至
「送仲素寺丞致政帰潜山」51 首。巻之二十三（52 張、底本存 25 至 52 張）遊
賞 56 首、射猟 5首、題咏上 32 首。底本存遊賞「上已日出遊随見作句」至
「柳子玉以詩邀遊金山」19 首、射猟 5首、題咏上 32 首。巻之二十四（63 張、
底本存 38 至 63 張）題咏下 42 首、医薬 3首、卜相 2首、傷悼 49 首、絶句 21
首、歌 10 首、行 3首。底本存傷悼「王鄭州挽詩」至「弔徐徳占」13 首、絶句




　『米沢善本 91』は 15 世紀 40 年代前後に印刷された初鋳甲寅字銅活字本であ
り、1585 年以前に越後に伝わり、曹洞宗の月松宗鶴が数種の東坡詩抄を類聚
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